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砂
田
さ
ん
の
長
男
は
米
ニ
ュ
 
 

ー
ヨ
ー
ク
州
に
留
学
中
の
一
九
 
 

九
四
年
、
自
宅
に
帰
っ
た
と
こ
 
 

ろ
を
強
盗
に
射
殺
さ
れ
た
。
二
 
 

十
二
歳
だ
っ
た
。
銃
に
よ
る
犠
 
 

牲
者
を
な
く
そ
う
と
、
ほ
か
の
 
 

被
害
者
連
族
ら
と
と
も
に
九
五
 
 

韓
国
南
部
・
釜
山
の
室
内
射
撃
場
で
日
本
人
観
光
客
ら
十
一
 
 

人
が
死
亡
し
た
火
災
に
胸
を
痛
め
る
人
が
い
る
。
銃
犯
罪
の
被
 
 

奉
書
蟄
族
ら
で
つ
く
る
市
民
団
体
「
ス
ト
ッ
プ
・
ガ
ン
・
串
ヤ
 
 

■
ゝ
つ
い
ち
 
 

ラ
パ
ン
隊
」
 
（
東
京
）
の
砂
田
向
壱
代
表
だ
。
「
元
気
に
旅
行
 
 

に
出
た
家
族
が
、
無
残
な
毅
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
遺
族
の
 
 

気
持
ち
が
た
ま
ら
な
い
」
と
訴
え
る
。
 
 

砂田向零さん  

年
に
団
体
を
設
立
。
九
八
年
、
日
 
 

本
旅
行
業
協
会
を
通
じ
て
旅
行
 
 

業
界
に
海
外
で
の
射
撃
ツ
ア
ー
 
 

を
自
粛
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
 
 
 

「
今
は
日
本
の
旅
行
会
社
が
 
 

『
射
撃
ツ
ア
1
に
行
こ
う
L
と
 
 

呼
び
掛
け
る
こ
と
は
な
く
な
っ
 
 

た
。
し
か
し
、
海
外
に
行
け
 
 

ば
、
観
光
客
が
現
地
で
自
由
に
 
 

参
加
を
申
し
込
め
る
オ
プ
シ
ョ
 
 

ナ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て
、
い
く
ら
 
 

で
も
射
撃
を
休
除
で
き
る
」
と
 
 射撃  胸

痛
め
る
銃
犯
罪
被
害
者
団
体
 
 

るうやめて  
砂
田
さ
ん
は
強
調
す
る
。
 
 
 

日
本
人
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
 
 

ハ
ワ
イ
の
ホ
テ
ル
に
は
、
射
撃
 
 

ツ
ア
ー
の
日
本
語
パ
ン
フ
レ
ッ
 
 

ト
が
密
か
れ
て
い
る
。
韓
国
、
 
 

米
国
西
海
岸
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
 
 

ど
の
射
撃
場
も
日
本
人
観
光
客
 
 

が
多
い
。
「
客
の
大
半
は
会
社
 
 

員
ら
脅
迫
の
生
活
者
。
銃
マ
ニ
 
 

ア
だ
け
で
は
な
い
」
と
話
す
。
 

団
体
が
二
〇
〇
一
年
に
民
間
 
 

の
ネ
ッ
ト
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
海
外
の
射
撃
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
 
 

円
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
（
約
千
四
自
粛
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
、
命
 
 

百
人
回
答
）
で
は
、
5
1
％
が
を
守
る
こ
と
に
真
剣
に
取
り
組
 
 

「
銃
は
い
ら
な
い
し
、
撃
ち
た
む
べ
き
だ
」
と
話
し
て
い
る
。
 
 
 

く
な
い
」
と
し
、
5
・
9
％
は
 
 

「
所
持
し
た
い
が
、
撃
ち
た
く
 
 

な
い
」
と
回
答
。
一
方
、
3
7
％
 
 

は
「
銃
は
い
ら
な
い
が
、
撃
っ
 
 

て
み
た
い
」
と
答
え
、
年
齢
層
 
 

を
問
わ
ず
、
．
三
人
に
一
人
に
射
 
 

撃
璧
エ
が
あ
る
結
果
が
出
た
。
 
 
 

砂
田
さ
ん
は
「
銃
は
人
を
殺
 
 

す
道
貝
以
外
の
何
で
も
な
い
。
 
 

射
撃
場
で
は
暴
発
事
故
で
亡
く
 
 

な
る
人
も
多
い
。
日
本
政
府
は
 
 


